
  基本研修一覧表   ※ICT活用研修の使用アプリ、活用場面は予定です。研修当日に、変更する場合があります。
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特別支援教育の現状と課題

教職員の服務と責任

いわての復興教育

教育情報セキュリティポリシー ● ● ●

教諭・実習教諭：自立をめざす教育課程の在り方

寄宿舎指導員：教員や保護者との効果的な連携の在り方

教諭・実習教諭：特別支援学校における授業の基礎

寄宿舎指導員：自閉症のある児童生徒の理解と対応

個別の指導計画の作成と活用

実態把握を基にした授業の構想

令和6年度 総合教育センター研修講座 特別支援学校 基本研修 案内 
申込方法 ・全国教員研修プラットフォーム：Plant（プラント）（以下Plant）で申し込んでください。

・都合により、講座内容が変更になることがあります。
・基本研修の旅費については、「令和６年度教職員研修の手引」37～38頁をご覧ください。
・下表「形態」については以下のとおりで、●が２つ付いている場合、両方を受講します。
 【対面】・・・・・・・・総合教育センターで実施する研修
 【オンデマンド】・・・・事前録画映像を視聴期間内に視聴するオンライン研修

申込締切  申込締切日は研修講座によって異なります。各講座の申込締切日を、ご確認ください。
その他 ・研修講座の日程については、総合教育センターWebページで閲覧することができます。 https://www1.iwate-ed.jp/03kenshu/index.html

・Plantによる申込手続きについては、「令和６年度教職員研修の手引」12～24頁をご覧ください。

 【リアルタイム・オンライン】・・所属校で実施する研修
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（１）教員としての幅広い知見と使命感を養うとともに、教育課程の

基本的内容や学習指導要領について理解を深めるための研修を行う。

（２）特別支援学校における授業を実践する上で根幹となる基本的な

事項について、実践力の向上を図るための研修を行う。

不要●基本 初任者 1141
特別支援学校初任者研修講座

「センター研修Ⅰ」
4月17日(水) ●
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いじめ問題の対応と生徒指導

教職員のメンタルヘルス、感情のコントロール

児童生徒に応じた教材作成

児童生徒に応じた単元・授業構想

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 国語 ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 算数・数学 ● ● ● ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 社会 ● ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 理科 ● ● ● ● ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 外国語 ● ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 音楽 ● ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 図工・美術 ● ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 体育 ● ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 技術 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 家庭 ● ● ● ● ●

いわての授業づくり３つの視点と教科の進め方 情報

小学校における授業改善の実際 ● ● ●

授業研究の進め方

情報モラルと指導の実際 ● ● ●

授業実践の交流 ● ● ●

社会人としての心構えとコンプライアンス

道徳教育の意義

学校における教育相談の意義と体制づくり

一年間の教育実践のまとめ

自己研修の意義と進め方

自己研修計画の作成

自己研修計画の交流とまとめ

基本 初任者 1142
特別支援学校初任者研修講座

「センター研修Ⅱ」
8月20日(火) ●

（１）子供たち個々の障がいの特性に応じた対応の仕方や自己のメン

タルヘルス・感情のコントロールについて理解を深める研修を行う。

（２）自作教材を活用した授業実践について協議し、実践的指導力を

高めるための研修を行う。

別途通知

基本 初任者 1143
特別支援学校初任者研修講座

「センター研修Ⅲ」
11月5日(火) ●

●

（１）「いわての授業づくり３つの視点」について、本県で共通して

進めている授業の構成を理解するとともに、目標や指導内容、ＩＣＴ

を活用した授業づくり、評価の考え方について理解を深める。

（２）授業参観を通して、小学校における学力保障の組織的な取組と

授業改善について理解を深め、授業研究の進め方について学び、実践

事例の交流を通して実態を踏まえた全体及び個別の支援の在り方等に

ついて理解を深める。

（３）実例や演習を通して、情報モラルに対する理解を深め、ＩＣＴ

活用の実践的な技能を高める。

別途通知●

基本 初任者 1144
特別支援学校初任者研修講座

「センター研修Ⅳ」
12月9日(月) ●

（１）社会人としての心構えを確かなものとし、コンプライアンス等

の教員としての素養の習得を目指した研修を行う。

（２）自己研修を通して、今までの自己の教育活動や教師としての在

り方を振り返り、自己の成果と課題を明らかにするための研修を行

う。

別途通知●
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事件・事故災害発生時の危機管理①②

事件・事故災害発生時の危機管理

自立活動の指導の基本 ● ● ● ●

特別支援学校における教育相談の進め方 ● ●

自己研修の計画・作成・実施に向けて

採用２年目の教員に期待すること

特別支援学校における授業づくりの実際

特別支援学校におけるキャリア教育の実際

児童生徒の主体的な取組を支援する授業づくり

「いわての復興教育」の在り方①②

いじめ問題への対応 ● ●

インクルーシブ教育推進の視点からの授業改善 ● ●

「いわての復興教育」の在り方

非常災害時に役立つ技術「避難所運営体験活動演習」

自己研修の交流

発達障がいのある児童生徒の理解と支援

望ましいかかわりを目指すティーチャーズ・トレーニング

重度・重複障がいのある児童生徒の理解と支援

交流籍を活用した交流および共同学習の進め方①

交流籍を活用した交流および共同学習の進め方

進路指導の意義と実際

学習指導要領をふまえた授業の充実

特別支援学校における授業づくり① ● ● ● ● ●

特別支援学校における授業づくり② ● ● ● ● ● ●

自己研修の発表と協議

 初任者研修を終えた特別支援学校教員を対象に、基礎的な学習指導

等の在り方についての研修を通して、自己研修の経過を交流し合うこ

とで、指導力の向上を図る。

4月9日(火)

基本 経験者 1242
特別支援学校２年目研修講座

「センター研修Ⅱ」
9月19日(木) ●

● ●基本 経験者 1241
特別支援学校２年目研修講座

「センター研修Ⅰ」
6月11日(火) ●

 特別支援学校採用2年目の教員を対象に、実践的指導力と使命感を

養い、幅広い知見を得るとともに、学び続ける教員としての資質の向

上を図る。

4月9日(火)

基本 経験者 1243
特別支援学校３年目研修講座

「センター研修」
11月12日(火) ●

● ●

  初任者研修、２年目研修を終えた特別支援学校教員を対象に、学

習指導の充実や評価の在り方についての研修や、継続的に取り組んで

きた自己研修についての協議を通し、実践的指導力と使命感を養うと

ともに、学び 続ける教員としての資質向上に資する。

4月26日(金)●●
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岩手の特別支援教育の現状と課題

道徳教育の意義①、② ● ● ●

カリキュラム・マネジメントの意義と進め方①、②

特別支援学校のセンター的機能とコーディネーターの役割

合理的配慮の充実とＩＣＴ活用 ● ● ● ●

障がいのある児童生徒の指導事例

基本 経験者 1244
特別支援学校教職経験者５年

研修講座
6月4日(火) ●

 特別支援学校の教職経験５年を経過した教諭に対して、その経験を

踏まえながら指導法、授業づくり、相談支援業務等の研修を行い、そ

の識見を高め、実践的指導力の向上に資する。

4月26日(金)● ●
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